
 

 

 

提出日：令和４年３月 31日  

学校名：県立伊勢原養護学校  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 30日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

 
 
 
自立と社会参
加をめざし、
キャリア教育
の観点から教
育内容を見直
すとともにわ
かってできる
授業を行うた
めの授業改善
を行う。 

① カリキュラム 
マネジメント
実施計画に沿
って、自立と
社会参加の観
点から教育課
程の見直し、
学習内容の検
討を行う。 
 
 

 
② ICT 機器を有

効に活用し、
よりわかりや
すく、主体的
に学ぶ授業づ
くりを進め
る。 

① リーダー会を中心
に、実施体制の整
備、年間スケジュ
ールと具体的実施
方法を検討し、研
修会を通して職員
の理解を深める。 
実施計画に沿っ 
て、系統性の視点
をもち、各学部を
中心に組織的に検
討を進める。 

② ICT 活用の取り組
みの情報交換やミ
ニ研修会などを行
い、誰もが取り組
みやすい効果的な
活用方法について
共有する。 

① ・カリキュラ
ムマネジメン
トの理解が深
まり、現在の
課題の改善に
取り組むこと
ができたか。 
・学校全体の
カリキュラム
マネジメント
の方向性を定
め、整理と検
証を進めるこ
と が で き た
か。 

② ICT活用の取り
組みが活性化
し、授業の工
夫、改善が図
られたか。 
 

①校外行事の目的・内容
の系統性を整理した一
覧表を作成した。 
小学部、中学部、施設
訪問部七沢学園の 3 部
門の日課表について、
学習指導要領の指導内
容を日課表のどこで指
導するかをより明確に
したものに改訂した。 

 
②ICT を活用したリモート
校外学習、個別のオン
ライン授業、授業参観
等実施した。職員が主
体的にミニ学習会を計
画し、情報交換が活発
に行われた。 

①全職員がカリキュ
ラムマネジメント
の必要性や実施内
容について考え、
推進する意識は薄
かった。より目的
と内容について共
通理解した上で実
施することが必要
である。②ICT 機
器の有用な活用を
さらに進めるとと
もに、児童生徒の
自立と社会参加に
向けた授業実践に
ついて、検討して
いく。 

学校運営協議会（以降
CS と表記）における報
告及び協議結果。 
 

①「カリキュラムマネジメ
ント実施計画に沿って教
育課程の見直し、学習内
容の検討がすすんだ」の
項目の教職員アンケート
では 75.7%と一定の取組
み評価となった。（昨年
度は 20.2%） 

 
CSでの意見：自立と社会参
加へ向け、児童生徒と教
職員が取り組んでいるこ
とがわかる。今後も継続
していくことを望む。 

 

①学部等を中心に、校外行
事の系統性の整理、日課表
の改訂を行い、次年度より
運用する。学習指導要領の
指導内容をより達成するこ
とを目指し日課表を改訂し
た。次年度検証していくと
同時に、高等部、分教室に
おいても検討していくこと
が課題である。 
②ICT 機器の有効活用につ
いて、新たな取組みが始ま
ったり職員間で学び合った
りするなど苦手意識の強か
った ICT 機器の活用の取り
組みが校内で広がり始め
た。 

①・学習内容の系
統性の整理、日
課表と学習内容
の 明 確 化 を 図
る。 

・年間指導計画の
書式を統一し、
目的、指導内容
を明確にし、そ
れぞれの教科ご
とに計画的な授
業実践を行う。 

 
②より効果的に ICT
機 器 を 活 用 す
る。 

 

２ 

(児童・
生徒) 

生徒指
導・支援 

 
 
 
児童生徒一人
ひとりのおか
れている環境
や 障 害 の 状
況、発達段階
を含む困難さ
に応じ児童生
徒が主体的に
学び、課題を
解決する力を
身に付ける指
導・支援を行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 全校共通のア
セスメントの
実践に向け、
検討を進め
る。 

 
 
 
 
 
 
② 児童生徒の教

育ニーズと支
援ニーズに応
じた実効性の
ある個別教育
計画を作成し
活用する。児
童生徒が主体
的に学び、自
己選択・自己
決定する力の
育成を図る。 

① 学校全体で継続的
に活用できるアセ
スメント方法につ
いて情報の収集と
検討をする。さら
に、次年度におけ
る具体的活用を目
指し、活用方法の
研修や試行をす
る。 
 

② ・個別教育計画作
成の理解を深める
ために、作成手引
きを活用する。 
個別教育計画新様
式の検証・改善を
行う。 
・児童生徒の主体
的な活動を促す指
導・支援方法や授
業実践について、
教員間で共有す
る。 
 

① ・全校共通で
活用できるア
セスメントの
提案ができた
か。 
・個別教育計
画の作成や授
業改善等への
活用に向け、
試行すること
ができたか。 

 
② 児童生徒の主

体的な活動を
促す授業実践
や個別教育計
画の活用を通
して、児童・
生徒の変容が
見られたか。 

 

①全校共通で活用できる
アセスメントとして
CLISP-dd の導入を目指
し、今年度2回試行する
ことができきた。教職
員アンケートを実施
し、課題を整理した。
次年度の導入に向けて
準備を進めることがで
きた。 

 
 
②個別教育計画前期評価
の前に、作成のポイン
トについての研修会を
各学部で実施した。目
標や手立ての考え方を
整理し、児童生徒の主
体的な活動を引き出す
授業実践にも反映させ
る取組みが増え、児童
生徒の自己肯定感が高
まる等、変容が見られ
た。 

①全校共通アセスメ
ントの導入に向
け、全職員への周
知と理解を図る。
アセスメントを活
用し、的確な個別
教育計画の作成 
やより個々の実
態及び課題に合
った授業実践を
行う。同時に検
証も行う。 

②個別教育計画作成
について、共通理
解が不十分だった
ため計画作成段階
で見直しをするケ
ースが多数あっ
た。作成のポイン
トについて研修会
等を実施できると
よい。また、個別
教育計画の活用方
法についても検討
を行う。 

 
 
 
 
 

①教職員アンケートでは
「全校共通アセスメント
の  実践に向けた検討
が進んだ」に 73％で取
り組んだと評価。一方あ
まり思わないとした職員
も 20.3%おり、具体的な
取組み方法と効果的な活
用について周知、理解を
図っていく必要がある。 

 
 

②保護者アンケートでは
「個別教育計画の説明」
について 93%ができてい
ると評価である。教職員
アンケート「個別教育計
画作成の理解を深める取
組み」について 90.5%と
高い評価となり、年度途
中に行った研修等での取
組みにより高評価である
と考える。 

①全校共通で活用できるア
セスメントの導入を目指
し、試行し、次年度本
格実施に向けた準備を
することができた。次年
度実施し、アセスメント
の活用につなげることが
課題である。 

 
②個別教育計画作成前に作
成についてのポイントに
ついて各学部等で研修を
実施し、職員への周知と
内容の整理をすることが
できた。次年度は個別教
育計画作成時のアセスメ
ントの活用方法、個別教
育計画の授業づくりへの
活用方法について取り組
むことが課題である。 

①全校共通のアセ
スメントとして
CLISP-dd を導入
し、活用の成果
について検証を
行う。 

 
 
 
 
 
 
②個別教育計画作
成の研修を計画的
に実施する。より
効果的な個別教育
計画を作成し、授
業づくりや指導へ
活用していく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 30日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指
導・支援 

 
 
 
将来を思い描
き、自ら選び
取ることので
き る 進 路 指
導・支援を行
う。 

① 各学部におい
てキャリア教
育の観点によ
る指導・支援
を充実させて
いく。 

② 各学部と進路
支援班が協働
して、進路に
つながる内容
を授業に積極
的に取り入れ
るとともに、
小学部から高
等部まで連続
性のある系統
的な指導・支
援ができるよ
うにする。 

① 前年度の成果であ
る「キャリア教育
推進のポイント」
を参考に、児童生
徒の個々の将来生
活を見据えた指
導・支援を進め
る。 

 
② 進路支援班と連携

し、各学部が主体
となり、児童生徒
の社会参加につな
がる指導・支援を
実践する。各学部
の実践例について
共有する。 

①学校生活全般に
おいて、児童生
徒 の 来 を 見 据
え、「キャリア
教育推進のポイ
ント」を踏まえ
た指導実践がで
きたか。 

 
②・進路支援班と
協働し、児童生
徒の社会生活を
イメージした社
会とつながる指
導・支援ができ
たか。 
・実践例を教 
員間で共有で 
きたか。 

①キャリア教育推進のポ
イントを参考にし、将
来身に付けたい力を確
認し授業実践を行った
取り組みや「役割・仕
事」「働くこと」につ
いてそれぞれの段階に
合わせた指導実践が見
られた。 

②進路支援班と学部が連
携をし、生徒自身が将
来目指す方向性を考え
決定できるよう指導を
行った。「進路だよ
り」「分教室進路だよ
り」でより具体的な進
路情報の提供を行っ
た。 

①将来生活を見据え
た指導・支援を進
めるため、現在指
導している内容が
将来身に付けたい
力の何につながっ
ているのか意識し
た指導を行う必要
がある。 

②進路支援班と学部
の協働した取組み
は、高等部、分教
室 が 主 に な っ た
が、小学部、中学
部段階での進路指
導について、進路
指導班との連携し
た取り組みを展開
したい。 

①保護者アンケートにおい
て「将来に向けて必要な
知識技能を身に付ける指
導を行っているか」の質
問に 86.9%ができている
と回答しており、将来を
見据えた指導の実践につ
いて評価を得ている。 

 

①「将来身に付けたい力」
を明確にした上で、段階
に合わせた指導実践が行
えた。小学部の生活、中
学部の作業学習、高等部
の作業の系統性について
整理することが課題であ
る。 

②進路支援班と学部との連
携や情報共有により、よ
り的確に生徒への進路指
導を行うことができた。
生徒自身が将来を考え自
己選択ができるための手
立てや工夫を協働して行
った。 

①将来の生活をイ
メージできる授
業 内 容 を 工 夫
し、児童生徒が
自立と社会参加
に向け主体的に
考え、学ぶ環境
を整える。 

②進路選択につい
て幅広く考え、
いろいろな選択
肢があることに
ついて情報提供
を行う必要があ
る。 

 

４ 
地域等と
の協働 

 
 
 
共生社会の実
現に向け、地
域の様々な人
や機関との相
互交流の活動
を展開する。 

① 学校運営協議
会を通して地
域との連携の
充実化を図
る。 
 
 

② 地域の各学校
からの相談ケ
ースに対応す
るとともに、
支援教育体制
の構築に向け
て支援する。 

① 児童生徒の学習活
動に活用できる地
域資源の情報を収
集し、授業の実践
を進める。 
 

② コンサルテーショ
ンの手法を活用
し、定期巡回相談
等を通して地域の
各学校における支
援教育の充実化に
貢献できるような
仕組みづくりを行
う。 

① ・地域資源の
情報を整理し
共有すること
ができたか。 

・地域資源を活
用した授業実
践 が 進 ん だ
か。 

 
② 巡回相談によ

り、地域学校
における支援
教育体制の充
実化への働き
かけができた
か。 

①全3回の学校運営協議会
を実施した。次年度、
伊志田高校及び石田小
学校との交流及び共同
学習の実施に向け、検
討していく予定であ
る。 

②試行的に実施した定期
巡回相談では、RPDCA サ
イクルをもとに作成し
たプランシートを使っ
て、各学校と一緒によ
りよい支援について検
討することができた。
巡回相談及び定期巡回
相談は延べ100件実施。 

①地域学校との交流
（石田小学校、伊
志田高校）につい
て具体的な実施に
向け検討をすすめ
ていく。その他、
委員からいただい
たアイディアを生
かし、地域資源を
活用していく方策
を検討する。 

②定期巡回相談を本
格始動し、地域学
校における支援教
育体制の充実をは
かる。 

①CSにおける意見：伊志田
高校部活動を通した交流も
考えられる。お互い歩み寄
っていけるとよい。 
 
②CSにおける意見：次年度
の定期巡回相談について活
用を申し出ている学校がす
でに 10 校以上ある。連携
した取組みに期待する。 

①学校運営協議会を対面で
実施できたことで、地域
資源活用についての様々
な意見やアイディアが出
された。今後検討をし、
次年度の具体的な取組み
へつなげていく。 

 
②試行的に実施した定期
巡回相談では、課題を整
理し、目的を明確にする
ことができた。 

①伊志田高校との
交流及び共同学
習に向けた検討
を行う。二校連
絡 会 を 実 施 す
る。石田小学校
との交流及び共
同学習に向けた
検討を行う。 

 
②定期巡回相談を
本格実施する。市
町教育委員会と連
携し目的を明確に
した相談を行って
いく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

 
 
すべての職員
が教育課題を
的 確 に 把 握
し、当事者意
識を持ち学校
課題を組織的
に対応・改善
できる人材育
成と効率の良
い機能的な組
織 体 制 を 作
る。 
安心・安全

な学校づくり
を行う。 

① 安心・安全な
学校環境の整
備改善とユニ
バーサルデザ
イン化を図
る。 

 
 
② 事故・不祥事

防止に向け
て、全職員が
主体的に課題
意識を持ち、
より安全な学
校づくりに向
け、具体的な
改善を実施す
る。 

① 児童生徒が過ごし
やすい環境整備に
必要な改修とユニ
バーサルデザイン
化を推進する。 

 
 
② ・不祥事防止研修

の実施と有効性の
ある研修方法の検
討を進め、教員の
人権意識を高め
る。 
・安心・安全な学
校環境の整備と改
善に取り組む。 

① ・児童生徒の
発達状態の把
握とそれに必
要な環境設定
の提案と改善
がされたか。 
・学校環境の
ユニバーサル
デザイン化が
進んだか。 

② ・人権に配慮
した指導や支
援を行うこと
ができたか。 
・各員が主体
的に教育活動
上の課題改善
を実施するこ
と が で き た
か。 

①各マニュアル、要項
の見直しと改訂を行っ
た。（会計、防災、福
祉避難所初動対応等）
特別教室の表示をピク
トグラムのシンボルで
表示した。 
②不祥事防止研修会を
年６回実施した。（そ
のうちリーダーが講師
となった研修会は３
回）グループ協議を行
うことで、自分事とし
て考える機会となっ
た。 

①改訂したマニュア
ルについて、今後
実 際 の 活 用 を 図
り、検証する。児
童生徒にとってわ
かりやすく学びや
すい環境について
再度確認をしてい
く必要がある。 

②人権に配慮した指
導について定期的
に振り返る機会を
設ける。ヒヤリハ
ットの改善方法に
ついて全校で共有
していく。また、
職員間の確認のコ
ミュニケーション
について徹底して
いく。 

①保護者アンケートでは
「安全で安心して過ごせる
環境の 整備」について
94.7%が評価している。コ
ロナ禍での感染対策が適切
に行われていたことへの評
価と考える。 
 
②CSでの意見：ヒヤリハッ
トへの取組みはどうだった
か。有効に活用していくと
よい。 

①年度途中に各マニュアル
の見直し、改定を行っ
た。わかりやすく整理さ
れたと同時に実際に即し
た内容に改訂することが
できた。 
各学部を中心に児童生徒
にとってわかりやすく学
びやすい環境について再
度確認をし、整備してい
く。 

②職場討議やグループ協議
で意見交換が活発に行わ
れ、研修会後のアンケー
トからも意識の高まりが
みられた。ヒヤリハット
に関する報告や全校での
共有について不十分だっ
た。 

①その他の業務に
おいても要項の
見直しについて
適 宜 行 っ て い
く。 

 わかりやすく学
びやすい環境づ
くりについて、
再確認をし全校
で取り組んでい
く。 

②ヒヤリハットの
事例から見直し
ができる取組み
を行う。職員間
の確認のコミュ
ニケーションに
ついて啓発して
いく。 

 


